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    目代 金子為作の墓 

 舒林寺の墓地のなかに「目代 金 

子為作」の墓があります。 

 「目代」とは、相撲の地方巡業の 

時、その興行を取り仕切ることを東 

京相撲協会から許された人で、群馬 

県内では金子為作、一人だけだった 

と言われています。 

 金子為作を最後として、「目代」の 

制度はなくなりました。 

 墓の裏面には、「東京大相撲 目代 金子為作」と彫ってあ

り、大正１４（１９２５）に６９歳で亡くなりました。 

       材木町神明会館 

 本町通の東端（現在の材木町交差点東側）にあった沼田警

察署が、昭和３７年（１

９６２）に移転し、沼

田中央線の道路工事が

はじまりました。 

                  材木町神明会館は、

材木町にあった沼田警

察署の武道場だったも

のです。 
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か
あ
り
ま
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 大東議員は１６日の一般質問で、市政運営について、振興局制度につい

て、公共交通について、沼田公園長期整備構想について質問しました。 

 市長は沼田市の課題について、「人口減少対策が、重要な課題と考えてい

る。転入促進、企業誘致など複合的に促進していくことが必要と考えてい

る。市民所得が減少していることから、就労機会の創出をすすめたい」と

答え、市民への情報公開については、「審議会などでの説明をおこない、市

民からパブリックコメントを求め、意思決定していきたい」と答えました。 

 ６月定例村議会でオスプレイを使った日米合同演習や自衛隊のオスプレ

イ配備を積極的に受け入れる決議をした榛東村に７月２９日、自民党沖縄

県議１１人が表敬訪問しました。 

 これに対し、地域住民や県民が役場前で「オスプレイの受け入れ反対」

「危険なオスプレイの訓練も配備も許しません」などと書かれたボードな

どを手に訴えました。 

 群馬県平和委員会の小田会長は「オスプレイの訓練を相馬原で受け入れ

ても沖縄の負担軽減にはならない。本土の山岳地帯で低空飛行訓練を展開

し、沖縄では新たな訓練がはじまる」と述べました。 

 日本共産党群馬県委員会は同日、村内にオスプレイの危険性や「決議」

の問題点などを知らせるチラシを配布し、各所で宣伝しました。 

 自民党県議団を乗せたマイクロバスは、役場で宣伝を 

避けるように、別の出入り口から走り去りました。 

 日本共産党は、「集団的自衛権行使を容認する「閣議

決定」の撤回を求める署名」に取り組んでいます。 

 大東議員は、街頭から「日本を戦争する国にさせない

ため、力を合わせ憲法９

条を守りましょう」と訴

え、署名への協力を呼び

かけています。 

               お問い合わせは、大東

議員へお願いします。電

話２３－１５１９ 

 厚生労働省は７月２８日、自治体の介護保険担当者ら

を集め、新たな介護保険の指針を示しました。 

 要支援者向けの訪問・通所サービスは来年４月から介

護保険から外され、介護職などの専門職が一人もいない

施設でも認めるなど、安上がりの体制を求めています。 

 特別養護老人ホームへの入所は要介護３以上とし、要

介護１～２の人を受けた施設に市町村が意見表明がで

き、入所を締め付けることができるようにされました。 


